
第4学年 算 数科学習指導案
同 時  平 成 15年 11月 12日 (水)5校 日手
児 童  4年 2組 男 12名、女 12名 言1‐24名

指導者 板 垣  健

1 教 材名  「 わり算の筆算を考えよう～わる数が2けた」(東京書籍 算 数4年 下 P13～ P26)

2 教 材について
(1) 教 材観

この教材に関わる小学校学習指導要領の第4学 年の目標は、「除法についての理解を深め、適切に用い
ることができるようにする。また、小数及び分数の意味や表し方について理解できるようにするとともに、
小数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算の仕方を考え、適切に用いることができるよう

1)で は、 2位 を取 り上げ、筆 式 を

している。
その学習を受け本単元では、除法の意味の理解を深め、除数が 2位 数で被除数が 2位 数や 3位 数の場合

について、その計算の仕方を考え、それらの計算が基本的な計算を基にしていることを理解できるように
することをねらいとしている。 2位数で割る計算は、計算の手順を形式的に指導すると、児童にとっては
理解が困難になる恐れがある。それは、商を求めるときに 〈たてる〉〈かける〉(ひく〉(おろす)の 4梶
作を繰 り返して計算を進めていくのは同じであるが、除数が2位数になると (商をたてる〉の段階で仮商
の修正が必要となり、格段に困難になるからである。
内容ウについては、上記の形にまとめることにより、乗法を含めて除法についても理解を探めるように

する。また、余りは除数よりも小さい数であることの具体的な確認をするとともに、被除数、除数、商、
余りの関係を計算の確かめなどに用いることができるようにする必要がある。

内容工の 「除法に関して成 り立つに質」とは、「被除数と除数に同じ数をかけても同じ数で害1っても商
は変わらない」ということであり、このことは、仮商を立てる際やおよその数をとって見積もるときだけ
でなく、小数や分数の除法の計算の仕方を考えたりするときにもつながる学習であるム

(2)児 童観
本単元の学習を進めるにあたり、その基盤となる基本的な事項を確認するとともに、実態を把握するた
の事前テス ト (別紙資料参照)を 行ったn結 果は次の通りであるハ (カッヨ内は

状況から、 を乗法九九が適用できる に する方法や 10の まとまりで
えることが十分に身に付いていない児童がいることが分つた。本単元で、各段階の商を求める際に暗算
の力が必要になってくるため、学級全体で回復指導を行った。
⑤及び①の末習問題については、71%の 児童が正解しているが、ほとんどの児童が図を用いて解決

していた。⑦の末習問題については、lrIとんどの児童が十の位から商を立て筆算をしていた。
以上のことから、実際に具体物や半具体物を使つて分けたり、図や絵をかいたりする算数的活動を行

わせながら、特に比較 ・検討の段階において、式と対応して考える活動を大切にする必要があると考え
る。そうすることによって、計算の各段階の意味を理解することができるようになると考える.
本学級の児童は、算数の学習に意欲的に取り純む児童が多い。また、個人差はあるが自力解決段階では

既習の学習内容を活用L夕ながら、自分なりの考えで課題を解決できるようになつてきている。しかし、比
較 ・検討の段階では、図と式、式と式の関連性などを考える経験が十分とはいえない。多様な考え方や方
法を、児童相五のコミュニケーションによつて練り上げていく力を付ける必要があると考える。

(3)整 数の除法についての理解を深めiそ の計算が確実にできるようにし、それを用いる能力を伸ば
す。

ア 除 数が1位数や2位数で被除数が2位数や 3位数の場合の計算の仕方を考え、それらの計算が基
本的な計算を基にしてできることを理解すること。また、その筆算の仕方について理解すること。

イ 除 法の計算が確実にでき、それを適切に用いること。
ウ′除法について、被除数、除数、商及び余りの間の関係を調べ、次の式にまとめること。

(被除数)=(除 数)x(商 )十 (余り)
工 除 法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりすること

①2位数+1位 数の問題を解決できるか。・・・・・・・・・・・・・・・・!・ 。(1100%)
② 2位数+1位 数 (あまりあり)の 問題が解決できるかじ・・・・・・・・・・・。( 96%)
③ 2位数■1位数、3位数■1位数の暗算ができるか。・・・・・・・・・・・・。( 86%)
① 2位数+1位 数、3位数■1位数の筆算ができるか。:・ ・・・・・・・・・・・(100%)
(未習)

① 2位数+2位 数 (何十■何十)の 問題を解決できるか。・・・・・・・・・・・・( 71%)
⑥ 2位数+2位 数 (何十何十何十何)の 問題を解決できるか。・・・・・・・・・・( 71%)

キ2位 数 (79■ 34)の 筆算ができるかぃ1・ ・・・・・・・・・・・・〔  4° /O



(3)指 導観
本単元は、「何十でわる計算」、「2け たの数でわる計算 (1)」、「2け たの数でわる計算 (2)」、「わり

算のきまり」の4つ の小単元に分けて指導を行っていく.
【何十でわる計算】

ここでは、既習の 1, 2位 数+1位 数をもとにして、(何十)■ (何十)、(炉r産「何十)■ (何十)な ど
の計算を暗算を中心に処理する方法を指導する,つ まり、 10を もとにして考えると60キ 20は 6■ 2
に等しくなり、 1位 数■1位数や2位数キ1位数の計算に帰若させることによって、九九を1回i適用する
ことによつて商が求められることを理解させるぅこの際、除数、被除数を10で 害1つても商は変わらない
ことを具体物を用いることや児童が図を描くことによって理解させていく3
【2け たの数でわる計算 (1)】

ぃ暑予ど冴卦蜜'平製界を碁賃r堅蟹傘縁庭墨羅名子そ造竪チ2r委務訟畢も霊食た蟹号斜:F晶豊た雪指言
ては計算の各段階の意味を十分理解できるように配慮する必要がある。そのため、計算の仕方を考える場
面では、まず児童が既習の学習内容を活用しながら、自分なりの考えで解決できるように見通しをしっか
りともたせて取り組ませたい。また、図と式、式と式を関連づけて考えることができるように支援してい
くぅそうすることによって、除法についての理解が深まり、筆算の各段階の計算の意味を理解できると考
える。
また、この小単元では、仮商の立て方及び修正の仕方について指導する。これについては、4段 階に分

けて指導を行う。第 1段階では、仮商修正がない場合について指導する。ここでは、被除数と除数をおお
よその数 (何十)と みて、既習のイ可十キ何十を活用して商の見当をつけるという方法に慣れさせたい。第
2段階では、過大商を立てた場合の処理について指導する。ここでは、除数の一の位が4以 下の場合をf_F/
い、それを切り捨てることによつて、除数を何十とみて仮商を立てさせる。過大商を立てると、部分積が
被除数より大きくなつてしまう。

1そ
ういう場合の処理の仕方について考えさせ、具体的な場面と結びつけ

て理解させていきたい。第3段階では、過小商を立てた場合について指導する。ここでは、除数の一の位
が6以 上の場合を扱い、それを切り上げることによって、除数を何十とみて仮商を立てさせる。週小商を
立てると、被除数から部分積をひいた数が除数より大きくなってしまうじここでも、過大商を立てた場合
と同じように、なぜ仮商修正しなければなばないのかということを、具体的な易面と結びつけて理解させ

春ち'漬祐穆乳亀房耕笙募讐〉ヒ騒警懇百P官ビ各iょF苫ネ察誓食岳準十1添験努鬼堅み程勇是盪a隼署生きど密誓
うにする。いずれにしても、ここでは概数については未習であるとの立場をしつかりおさえ、おおよその
数で見ていくという数感覚と仮商修正の意味理解を大切にした指導をしていきたい。
【2けたの数でわる計算 (2)】

ここでは、除数が2位数で商が2位数になる除法を指導する。ここでは、最初の商が立つ位の理解が特
に重要である。そのため、被除数をどんなまとまりでとらえるのかについて、力千 ドや図を用いて具体的
に理解させたい。
【わり算のきまり】

ここでは、①わり算の性質を具体的な数値を通して理解させ る。それとともに②末尾に0の ある除法の
簡使な方法を理解させる。①については、第 1小革元で用いた 「10を もとにする考え方」を活用し、複
数の式で確かめさせる。そうすることで、わり算のきまりに気づかせ、その理解を深めるよう指導してい
く。②については、特に余りの大きさについて間違いが多くなると予想される。そのため、カー ド類を用
いて、

′
余りの大きさについて十分納得させるように指導していきたい。          、

単元全体の指導の中では、児童が試行錯誤を繰 り返す場面が多くなることも予想される。そのため、見
通しをしっかりもたせて自力解決に取り組ませるようにし、児童の数感覚や思考力、判断力を仲ばしてい
きたいと考える。

3 単 元の目標
○筆算形式による2,3位 数を2位数でわる計算の仕方について理解し、それを適切に用いる能力を仲ばす。

[関心 ・意欲 ・態度] ・ 除数が2位数例残法計算の仕方を、既習の除法計算の仕方をもとに進んで考え

[数学的な考え方]
[表IPL・処理]
[知識 ,理解]

ようとする。
,見積もりをもとに、仮商の立て方や修正の仕方について考える。
・除数が2位数の除法計算を筆算で正確にできる。
・除数が何十の除法計算の仕方を理解する。
・除数が2位数の除法の筆算の仕方を理解する。
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補充 _
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計算ができる。
・わ る数 X 商
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られ る数 の開
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。2位 数 キ 2
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4 教 材の関連と発展

年3 年4 年5

わり算の筆算 (1) 小数のかけ算とわり算 (1)

除法の意味と演算記号

九九を1回適用する除法計

算 (あまりあり)

・2～ 3位数 +1位 数の筆算

形式
・乗除混合、連除の式の計算

方法
・倍と除法の意味の拡張 (倍

の第
一 ・三用法)

。1位数でわる除法の暗算

整数、小数 ■整数 (商が小

数)の 計算と筆算形式

小数のかけ算とわり算 (2)

あまりのあるわり算 ・小数でわる除法の意味と計

算
・整数、小数キ小数の計算と

筆算形式

・九九を 1回 適用する除法計

算 (あまりあり)
。答えの確かめ方
・あまりの意味 本単元

【
わり!算の筆算!i(2)

・何十でわる除法
・「商」「積」の用語
・2～ 3位 数+2位 数の筆算

形式
・除法の検算のしかた
。仮商の立て方 と修正の意味
・除法について成 り立つ性質

分数 と小数

整数の除法の商は分数を用

いるといつも 1つ の数とし

て表せること

5 単 元の指導 ・評価計画 (15時 間)
一
死

肖
ヤ

，小 時 目 標 関 考 表 矢白

で

　
■
Ｈ

十

　
み

何

わ

算

1 ・何十でわる計算 (あまりなし)の 仕方を理解し、その計算ができる。 ○

2 ・何十でわる計算 (あまりあり)の 仕方を理解し、その計算ができる。 ○

２
け
た

の
数

で
わ

る
筆
算

●

３

柑

・2位数■2位数 (仮商修正なし)の 計算の仕方を既習の計算をもとに考えること

ができる。

〇

4 ・2位数+2位 数 (仮商修正なし)の 筆算の仕方を理解し、その計算ができる。
・わる数X商 十あまり圭ゎられる数の関係を理解 し、除法の検算ができる。

○

5 ・2位数キ2位数の筆算で、過大商をたてたときの仮商修正の意味と、その仕方を

理解する。

〇

6 。2位数+2位 数の筆算で、過小商をたてたときの仮商修正の仕方を理解する。 O

7 ,除数を切り捨て、切り上げの両方による仮商修正の仕方を比較し、自分が考えや
すい除法の処理の仕方を考える。

〇

8 。3位数+2位 数=1位 数の筆算の仮商の立て方を理解し、その計算ができる。 ○

9 ・学習内容に習熟する。 ○

2 け

たり枚

でわる

学算

( 2 )

10

11

・3位数+2位 数=2位 数の筆算の仕方を理解し、その計算ができる。 ○

○

12 ・商に0が たつ場合 (商が何十)の 簡便な筆算の仕方を理解する。
・学習内容に習熟する。 ○

l , サ算

のきま

り

つ
つ

・除法について成り立つ1士質を理解する。 O

14 ・末尾に0の ある数の除法の簡4更な計算の仕方と、あまりの求め方を理解する。 ①

ま

と

め

ヽ
リ 学習内容の理解を確認する。

学習内容の理解を深め、算数への興味を広げる。

○



O除 敦 (32)を 10倍す
ると微除数 (317)より
大きくなることから、商
|は,0よ り小さいことを

理打子させ る.
数が3け たになつ

た場合の問の兄当のつけ
かたを個出1指導する。

034束 (340を10のま
とまりでみる)を 2 1人

で分けると、 1人 分はい

くつかを考えさせ、十の

位の商がいくつかを考え

させる。
②残 りの 135を 21でわ

る方法を既習の学習をも
とに考えさせる。

①どんなパターンで筆算
の手順が成り立っている
か、既習のわ り算の筆算
と比べさせる。

除数の上の 2怖 の数
字と除数の大きさから、

十の位にたつ商を考えさ
0。

クト回のわり算も日本の

わり算と同じ数字が出て

きていることに気付か

咽
州
劉

胃

‐

地
輔
投
卿
る。鋼
跡
　
一離
醜
跡

卿跡”敏嘩阻一　一幹卸成

独

て
念

で
に

で

除

つ
を
が
碓

が

被
な

正
Ｌ

正
と

・
に
修

こ
で

こ

如巾　　中　　　　一い

仕
枕
　
　
射
　
　
　
　
一商
　
　
。

か

し
　
　
　
　
ヽ
　

　

　

　

　

一
空
，　
　
お

い

の
　

　

　

や
り
　

　

　

　

　

一
計
　
　
組

の

揮

　

　

，
台

　

　

，
　

　

一
て

　

り

鉛
憾
札
飾
り
私
拙
　
一政
　
的

抑
此
研
卿
院
ｔ
的
　
一森
　
附

中巾
晩雌
肺
帥鵬
　
一味　憾

「い抑
功
防
町租
　
一理
伍弾

―
―
―
―
―
門
―
―
―
―
‐
―
ト
ー
ー
１
１９
‐

つ
舟
・　
　
　
向
　
　
　
　
　
一
掛 の見当のつけかた

仮商修正のしかたをllu・l別
指導する、

1 0

９
〕3

数
方

そ
き

位
仕

ヽ
で

２
の
し
が

〓
算
解
算

数
寧
理
計

位

の
を

の
″６

倍写京そ18楯雪官」手唇雰吾『秩にはらを分
に!ぇる,… …  … …_……  …   … …

|:i:i::i緊l[:暑「子暑子を

できる。
(共「磁 `包解)

紳習陪1組の場両
(ノート、弔車)

・既習の計算
の しかたを も
とに筆算の し
かたを考えて
いる。
(敬手的と考え_方)

1

白 力 解 決 場 面

でノー ト及び景言、

観 察)
・3位 数 ■ 2

位数 = 2位 数
の掌算の しか
たを理解 して
いる。
(知服 ,理解)

!

練習樹日の場面

ヽ 1

・被除数を 10のまと

まりで考え、商を十
の位にたてることが

できる。
・既習のわ り算の筆

算の手順 をもとに、
一の位 にも商をたて
ることができる。

・3位 欽 ■ 2位 数の

筆算 も 「たてる'か

ける→ひ く→おろす」
の繰 り返 しで計算で

きることを理解 し、
教科書の問題 (6間)
を解決す ることがで
きる。

|

・商に Oが た
つ場合 (商が

何十)の 簡便
な計算の しか
たを理角卒する。
‐学習内容 に

習熟する。

・911■ 23の 筆算のしかたを工夫しましょ

・941■ 23と 寄算で解決する,
・省略してもよいところを考える。
・練習問題に取り組むご

囲
・4位録■2.3位 数の計算の仕方を考える。

・3位 数 ■ 2

位数 = 2位 数
の筆算がで き
る。
(表現 ・処理)

↓

続習問題の場面
〔ノー ト、硯夕)

・被除数が 3位 数
の場合でも、仮商
修正を念頭で行 う
ことができ、正確
に筆算で処理する
ことができる。

・間に 0が たつ理由
を説明でき、省略し
た形の筆算で計算す
ることができる。
口縦習問題を全て解
決することができる。

・除法 につ い

て成 り立つ 性

質を理解する。

・邑れが150ま いわります。この島紙を1人

に50ま いずっ分けると、イ可人に分けられます

か。
・立式を考える。(150■ 50)
。150■ 50‐ 3、15■ 5‐ 3を に認する。

◎ 150■ 50と 15■ 5の高が等しいわけを

考えよう。
・自力解決に取り組む,
・預題に取り絶む。
0わ り算では、1,られる数とわる数に同じ数を
かけても、また、わられる数とわる数を同l,激
でわつても、商はかわらない。

・具体的な場
面か ら、彼除
数、除数 と商
の関係 を考え
ている。
(数学的な考え方)

↓

自力 解 決 場 面

(ノー ト及び発言、
現嘉)

・150■ 50と等 し
い商になるわ り算
の式 を 15■ 5以

外にも考えだ し、
わ り算のきまりに

気付 くことができ
る。

, 1 5 0■5 0と 1 5■5
の商が等 しいわけに
ついて、1 0のまとま
りで数字 をみる考え
方を使 って説明する
ことができる。

|・末尾 に Oの
ある数 の除法
の簡便な計算

|ができる。
i(実

現 ・処理)

と

締習問題t/2場面

(ノー ト、観索)

＼
ヽ

＼
＼
＼

＼

。わり算のきまりを
使つて、末尾の0を
処理 しながら、簡便
な筆算ができる。
・あま りの大きさを
正確に処理すること
ができる。
・教科書の問題 (3
問)を 解決すること
ができる。

り

を

と

　

　

　

い

”い”名巾↓い

・外国わり算と日
本のわり算の共通
点と相違点につい
て、学習感想に記
述できる。

・外国のわ り算と日
本のわ り算の共通点
について、字習感思
に記述できる。

十の位 に問をたてた

のあまりが、除数より小

さくなっている場合は一

の位にどんな数字をたて

るか考えさる。
・係習問題については、

個別指導を行 うと

・ 150-→ 15、 50→ 51こ

なつていることに着目さ
せ、両方 とも 10で わつ

ていることに気付かせ

る。また、10で わつて
いるとい うことは、 150
キ 50を 10の末でみた式
力S15■ 5で あることを
とらえさせる。

前時の学習の被除数 と

数を同 じ独でわつても
商は変わらないことか
ら、両方をど六′な数でわ
ればよいか考えさせる。
②あまりの大きさについ

ては、処理した0の数を
もとに考えさせる。

、学習感想を書かせる。



7  本 時 の 指 導
( 1 ) 目標

・2 位 教 + 2 位 数 ( 仮商 修 正 な し) の 計 算 の 仕 方 を既 習 の 計 算 を t ) とに 考 え る こ とが で き る。

てつ

決
使
る

解
を
べ

力
図
調

自
　
か

ア

４

て
、

　
“
４５
２４
３

つ

。
主
〓
〓
〓

使
る
２‐
２‐
２‐
２‐

を
バ

一
一
一
一

算
調

８７
“
４５
２４

き
か

ひ
るあ

イ

回 回 □

□ 回 □

8 7 の中 に 2 1 がい く つ あ る

8 7

出回由 山回由
□ □ □

4 人 に 分 け られ る

8 7 の中 に 2 1 がい く つ

4 人 に

た し算 を 使 っ て 、 2 1 をい く つ た せ ば 8 7
に 一

呑 近 く な る か 調 べ る 。
21 + 2上  = 42
42 + 21 i= 63

63 ■  21 == 84

4 人 に 分 け ら れ る

商 の 見 当 を つ け て 、 か け 算 を使 っ て 求 め
る 。

8 7 ■ 2 1
サ

8 0 ■ 2 0
↓

8 ■ 2 = 4       ・

2 1 ×
匡 ∃

= 8 4

8 7 - 8 4 = 3

4 人 に分 け られ る

決
　
の
　
工ど

解
　
法
　
半

　ヽ
方
　
基

し
　
決
　
断

渡
　
解
　
判

を

　

ヽ
　

ヽ

紙
　
で
　
で

。

州

。導
　
導
う

表
る
指
　
指
行

発
せ
問

。問
を

に
か
机
う
机
援

童
書
の
行
の
文

況
を
目
を
目
に

表
法
回
握
回
と

代
方
１
把
２
も

直
　
数
と
場
を

数
　
除
こ

・ド

ヽ
つ被
る
す

一

か
る

ヽ
ぃ
出
力

の
せ
せ
て
き

ユ

る
さ
さ

つ
引
シ

な
表
起
な
を

ノ

に
発
想
に
題
ラ

式
に
を
何
課
フ

の
拠
算
十

はヽ

算
根
り
何
せ
て

。

り
を
わ
が
か

つ
る

わ
ど
の
数
付
よ
す

ぜ
な
習
除
気
に
用

な
線
既
と
に
合
活

さ
商
　
　
を
え
の

え
イヽ
　
　
じ
考
む

ら
い
　
　
通
な
組

と
用
　
　
見
う
り

と
を
　
　
の
よ
取

２０
十

，　
法
の
に

を
何
る
　
方
ど
決

２‐十対　皮孵郷仇

を

予ヽ
　
いえ
連
を
を

８７
せ
の
　
考
関
方
か

が 8 7 ま い

靴 培
・色 紙 が 8 7 よい あ る 。

|:13登な:Aゴ吉
｀
ガ言爺ぎ宇る。

・ 8 7 ■ 2 1
課 題 把 握

何十 何 キ何 十何 の計 算 の仕 方 を考 え よ う。

見 通 し

|を主昼畳;暑号指
:富三社を持つ

8 7 の 中 に 2 1 の ま と ま り が い く つ 分 あ る か

磁 旨≧、か け 算 を使 っ て 求 め る 。

を

。

方
る

Ｌ
Ｌ

ヽ

イ
‥

し

の
て

算
え

計
考

の
に

数
と

位
も

２

を
■
算

ユ
‘

一≡
ロの

2

既 習

判 断 基 準 ( 観奈 、 ノー ト)

て
決
の
　
　
形
考
　
一て
決
　
　
を
明

け
解
法
　
　
算
か
　
一け
解
　
　
算
説
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ヽ
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を
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筆 算 をl l _‐っ て 考 え る。

4
2 1 ) 8 7

8 4
3 4人 に //7t t｀)ら 才し為
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り
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力
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は
る
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共
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「
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た
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２
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見
上

ｒ
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ヽ
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】
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ぃ
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取
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ど
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っ
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の
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ｒ
ぇ
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で
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の
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もヽ
を
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方
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さ
つ
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で
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か
他
え
４
つ
点
工
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ともをえ主句の工
　
ｏ

を
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算
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計
と

の
ま

１
で

２
・貝

■
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８７
に

り
　
て

。あ
　
け
だ

う
が

　

つ
う

△
及
口
　
を
そ

し
場
　
当
き

話
る
　
見
で

て
か
　
の
に

い
か
　
ぃ
単

つ
が
　
た
衡

に
聞
　
い

ヽ

法
時
　
だ
く

方
は

　

速ヽ

決
ゥ
　
は
ば

解

ヽ
。法
れ

い
イ
だ
方
す

よ

うヽ
の
算

リ
ア
そ
工
計

よ

・
　

・

( 2 )

(3)

ま

　

と

　

め

9 9 ■ 3 1

つ
が

を

と

当

こ
見
る

の
め

商
求てヽ

は
し

算

に

計
と

の
も

何
を

十
算

何
け

■
か

何
ら

。

十
か
る

何
て
き

け
で

次 時 の 予 告

自
が
え
特
だ
て
で
る
　
　
オ
次

一図

き

け

∵

で

つ

、ひき算、たし算を使つて商を求めることが
るが、除数と被除独を何十とみて高の見当を
、かけ算を使って解決することができない。

図、ひき算卜たし算を使つて、87の 中に 21
のまとよりが4つ できることから、商を求めるこ
とができるが、市の見当をつけること、かけ算を
lk‐って解決できることについてとまどっている。

図、ひき第、たし算とも 21の まとまり力iい

つ分かを求めていることをFIF認する,
・2i t/2まとまりが4つ であるということを、か
け算を使って安せないか考えきせるぃ
。比峨 ・検討段階の話し合いで、商の兄当をつけ、
かけ算を使って拘子決できることを理性させる。

ユ立
し
８

一
マ(3 の

A B

判断基準

・除戦と被除数を何十とみて商の見当
をつけ、かけ算を使つて解決すること
ができ、そのよさなどを説明すること
ができる。

・除数と被陳数を何十とみて商の見当
をつり、かけ算を使つて解決すること
ができる。

予想 され
る反応

・87を 80、21を 20とみて商が4で あ
るという見当をつける。
・21X4=84で あることから、商が
■
‐
CVあると導き出している。

・解決方法について説明することがで
きる。
・他の方法と比べて、よい点はどこか
考えることができる.

・87を 80、21を 20とみて荷が■であ
るという見当をつける。
・21X4=84で あることから、商が
=4であると導き出している。

指導の

手立て
X発 屁
無軍形式に受せないか考えさせる。

・高の見当のつけかた、かり算を使つ
て解決できることについて説明できる
ようにさせる.



8 板 善計画

9 座 席表

守　団

1の まとまりがいくつ分あるか

ひき算 たし算 かヤナ算

何十何キ何 |'何の計算のしかた

を考えよう.

児童の考え(ア) 児童の考え(イ) 児童の考え(夕) 児童の考え(工)

教 車

Y・ K T・ II

△ △

△ △

力Sけ算

S・ T A,S

〇 図 △

△ △

MoG T・ S

◎ 図 ① 図

△ △
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